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第
32
回
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

選
手
権
大
会

　

真
夏
の
湖
を
舞
台
に
、
大
空
に

夢
を
か
け
る
人
々
に
よ
っ
て
競
わ

れ
る
こ
の
大
会
は
、
２
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
26
日
㈯　

午
前
８
時
〜

　
　
　

７
月
27
日
㈰　

午
前
６
時
〜

場
所　

松
原
水
泳
場

松
原
水
泳
場
・

新
海
浜
水
泳
場
開
設

期
間　

７
月
28
日
㈪
〜
８
月
17
日
㈰

彦
根
大
花
火
大
会

　

夏
の
夜
空
を
５
千
発
の
花
火
が

彩い
ろ
ど

り
ま
す
。
ウ
ル
ト
ラ
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
、
花
火
師
創
作

に
よ
る
芸
術
花
火
な
ど
、
見
所
い

っ
ぱ
い
で
す
。
湖
面
を
渡
る
夜

風
に
あ
た
り
な
が
ら
、
夢
の
ひ
と

と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
１
日
㈮　

　
　

午
後
７
時
45
分
〜
同
８
時
30
分

場
所　

松
原
水
泳
場

彦
根
七
夕
ま
つ
り

　

色
と
り
ど
り
の
カ
ラ
フ
ル
な
七

夕
飾
り
で
、
ま
ち
じ
ゅ
う
が
彩
ら

れ
ま
す
。

期
間　

８
月
２
日
㈯
〜
８
日
㈮

場
所　

中
央
・
銀
座
・
登
り
町
グ

リ
ー
ン
通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド

橋
本
通
り　

各
商
店
街

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
夏
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
ゆ
か
た
ま
つ

り
は
、
屋
台
村
、
ス
ト
リ
ー
ト
ラ

イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
城
下

町
を
再
現
し
た
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル

ロ
ー
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。
ゆ
か
た
で

参
加
す
る
と
、
豪
華
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

８
月
３
日
㈰　

　
　
　

午
後
２
時
〜
同
９
時

場
所　

夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド

ひ
こ
ね
万
灯
流
し

　

彦
根
の
万
灯
流
し
は
、
灯
ろ
う
に

願
い
ご
と
を
書
い
て
、
そ
っ
と
川か

わ

面も

に

流
し
ま
す
。
や
み
に
浮
か
び
上
が
る
数

多
く
の
灯

と
も
し

火び

は
、
と
て
も
幻
想
的
。

日
時　

８
月
６
日
㈬

　
　
　

午
後
６
時
〜
同
９
時

場
所　

芹
川
堤
（
芹
橋
〜
後
三
条
橋
間
）

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

　

ご
存
知
、
見
て
楽
し
い
、
踊
っ
て

な
お
楽
し
い
「
彦
根
ば
や
し
」
に
の

せ
て
踊
り
歩
く
、
総
お
ど
り
。

日
時　

８
月
８
日
㈮　

　
　
　

午
後
５
時
〜
同
９
時

場
所　

中
央
・
銀
座
・
登
り
町
グ
リ

ー
ン
通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本

通
り
・
各
商
店
街

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
彦
根
観
光

協
会
☎
23-

０
０
０
１
番
、

観
光
振
興
課
☎
30-

６
１
２
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番

▲昨年の花火大会

▲色とりどりのゆかた姿でにぎわうゆかたまつり
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清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

祝
日
の
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
�1

日
（月・祝）
は
、
通
常
通
り
収
集
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
河
瀬
、
亀

山
、
稲
枝
学
区
は
「
缶
・
金
属
類
」

の
収
集
も
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
に
つ
い
て

　

７
月
�7
日
㈰
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
０
時
15
分
ま
で
、
家
庭
か
ら
出

る
粗
大
ご
み
の
臨
時
受
け
入
れ
を

し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
以
外
や
指
定
時
間
以

外
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
臨
時
の
搬
入
口
を
設
け
ま
す
の

で
、
誘
導
す
る
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
０
時
15
分
お

よ
び
、
午
後
１
時
か
ら
同
４
時
15

分
ま
で
、
粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入

の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
粗
大
ご
み
の
ほ
か
、
多
量
の

燃
や
せ
る
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
、
缶
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
使
用
済
み
乾
電
池
も
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー

管
理
課
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

農
地
の
適
切
な
管
理
を

　

遊
休
農
地
な
ど
に
雑
草
の
繁
茂

す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
遊
休
農
地
に

隣
接
す
る
市
民
か
ら
雑
草
を
刈
っ

て
ほ
し
い
、
農
作
業
に
伴
う
粉
じ
ん

で
洗
濯
物
が
干
せ
な
い
な
ど
の
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
所
有
す
る
農

地
の
適
切
な
管
理
と
、
農
作
業
時
に

周
辺
へ
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
草

刈
り
を
行
う
な
ど
、
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事

務
局
☎
30-

６
１
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

50
人
未
満
の
事
業
場
も

医
師
の
面
接
指
導
が
必
要
で
す

　

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
を

防
止
す
る
た
め
に
、長
時
間
労
働
し

た
労
働
者
に
対
し
て
は
、医
師
に
よ

る
面
接
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
は
、労
働
安

全
衛
生
法
に
基
づ
き
、常
時
50
人
未

満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場

に
も
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局
安

全
衛
生
課
☎
０
７
７-

５
２
２-

６
６
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
２-

６
４
４
２
番

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
停
止
の
案
内

　

７
月
29
日
㈫
は
、
国
の
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
器
の
入

れ
替
え
作
業
に
伴
い
、
住
基
カ
ー
ド

の
発
行
や
電
子
証
明
、
付
記
転
出
・

入
、
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
の

手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎
30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

米
原
駅
西
口
に

下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

　

米
原
駅
西
口
の
下
り
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、西
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、
米
原
駅
東
口
と
西
口
の
改
札
口

が
統
合
さ
れ
る
平
成
21
年
春
ま
で
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
車
い
す
な
ど
で

ご
利
用
の
人
は
、
駅
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

米
原
市
米
原
駅

周
辺
整
備
課
☎
０
７
４
９-

52-

６
７
８
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
９

-

52-

５
１
９
５
番

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

場
合
に
申
請
す
る
と
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

申
請
手
続
き
は
、

保
険
年
金
課
、

支
所
・
各
出
張
所
、
ま
た
は
、
彦
根

社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金
業
務

課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

①
保
険
料
申
請
免
除　

　
　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一
部
の

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
承
認
期

間
は
、
原
則
７
月
か
ら
翌
年
６
月

ま
で
で
す
。
一
部
納
付（
４
分
の
１

納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３
納
付
）

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納
付
が

な
け
れ
ば
、
未
納
と
同
じ
取
り
扱

い
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予　

　
　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準

以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
、
原
則

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

③
学
生
納
付
特
例　

学
生
で
、
本
人

の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
承
認
期
間
は
、
原
則
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

民
間
委
託
業
者
に
よ
る
納
付
案
内
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
年
金
受
給
権
を
確
保

す
る
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
職
員

の
ほ
か
に
、
国
か
ら
委
託
を
受
け
た

民
間
業
者
が
、
電
話
に
よ
る
納
付
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
委
託
を
受
け
た

業
者
は
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

お
り
、
納
付
の
案
内
に
必
要
な
情
報

以
外
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
20
年
度
は
、
㈱
ト
ラ
イ
ア
イ

高
知
支
店
が
、
平
日
の
夜
間
や
休
日

に
も
納
付
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
民
間
委
託
業
者
が
指
定
口
座
へ

の
現
金
振
込
み
を
依
頼
し
た
り
、

手
数
料
と
称
し
て
現
金
を
徴
収

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
不
審
と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で
対
応
せ

ず
、
相
手
の
氏
名
な
ど
を
確
認
の

う
え
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険

事
務
所
国
民
年
金
業
務
課
☎  

23-

１
１
１
４
番

平
成
�0
年
度
の
保
険
料
の

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
長
寿

医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の

平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
、
平
成
19

年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
算
定
し
、

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
な
ど
を
通

知
し
ま
す
。

個
人
納
付
（
普
通
徴
収
）

　

７
月
か
ら
３
月
ま
で
の
年
９
回

で
の
分
割
納
付
に
な
り
ま
す
。

年
金
納
付
（
特
別
徴
収
）

　

４
月
か
ら
２
月
ま
で
の
年
６
回

の
年
金
受
給
時
に
保
険
料
を
引
去

り
す
る
方
法
で
す
。
４
月
・
６
月
・

８
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
仮
徴
収

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
人
も
、
10
月

以
降
の
年
金
徴
収
額
を
今
回
、
決
定

し
ま
す
。

※
長
寿
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

に
、
ご
家
族
の
勤
め
先
で
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
（
政
府
管
掌
保

険
、
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
健
康
保
険
か
ら
の
連

絡
に
よ
り
、
保
険
料
の
軽
減
を
し

ま
し
た
。
通
知
書
で
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
金
の

割
合
（
負
担
区
分
）
の
判
定
を

行
い
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
、
医
療
機
関
で
の

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
平
成
19
年

中
の
所
得
に
基
づ
い
た
判
定
に
な

り
ま
す
。
負
担
金
の
割
合
が
変
わ
る

人
に
は
、
彦
根
市
か
ら
新
た
に
保
険

証
（
被
保
険
者
証
）
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
旧
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
、
お
返
し
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
３

割
の
人
で
も
、
申
請
を
す
る
と
、
１

割
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保

険
年
金
課
が
発
送
す
る
案
内
文
書

を
確
認
の
う
え
、
同
課
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の

申
請
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
で
、
平
成
20
年
度
の

住
民
税
が
、
世
帯
全
員
非
課
税
の
人

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
入

院
時
の
自
己
負
担
限
度
額
や
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
現
在
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち

の
人
は
、
７
月
31
日
で
有
効
期
限
が

切
れ
ま
す
。
８
月
以
降
も
引
き
続
き

必
要
な
人
で
該
当
す
る
場
合
、

保

険
年
金
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
と
印
鑑

※
平
成
19
年
８
月
１
日
か
ら
90
日

を
超
え
る
入
院
を
さ
れ
た
場
合

は
、
領
収
書
な
ど
の
入
院
日
数
が

証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
☎

30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
☎
０
７
７-

５
２
２-

３
０
１
３
番

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
お
知
ら
せ
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今
回
寄
せ
ら
れ
た
投
書
の
な
か

か
ら
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
言
、

市
か
ら
の
回
答
の
概
要
を
、
一
部

紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
妊
娠
４
か
月
の

妊
婦
で
す
が
、
車
や
バ
ッ

グ
に
貼
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ

ー
ク
を
作
り
、
母
子
手
帳
と
い
っ

し
ょ
に
渡
し
て
い
た
だ
け
る
と
妊

婦
に
は
心
強
い
で
す
。
特
に
、
お

腹
が
目
立
た
な
い
人
に
と
っ
て
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。【
女
性
・
30
歳

代
】

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、

妊
産
婦
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
理
解
の
あ
る
地
域
環

境
や
職
場
環
境
づ
く
り
の
実
現
の

た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
マ

ー
ク
を
付
け
て
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
、
電
車
や
バ
ス
の
席
を
譲
っ

た
り
、
喫
煙
を
控
え
る
な
ど
、
周

囲
の
気
づ
か
い
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
彦
根
市
で
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
希
望
す
る
人
に
配
布
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
５
月
か
ら
、
母
子
健
康
手
帳
の
発

行
時
な
ど
に
、
希
望
者
へ
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
製
品
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。）

　

道
路
整
備
や
交
通
安
全
対
策
、

福
祉
、
医
療
、
環
境
・
ご
み
問
題

な
ど
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
分

野
の
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
彦
根
市
の
行
財
政

運
営
、
活
性
化
、
観
光
、
都
市
計
画
、

ひ
こ
に
ゃ
ん
な
ど
に
関
す
る
意
見

も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
お

聴
き
し
、
対
話
の
行
政
を
い
っ
そ
う

進
め
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
」
に
、
半

年
間
で
、
２
７
８
人
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
平
成
19
年
10
月
〜
３
月
受
付
分
）

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見
・

提
言
」
は
、す
べ
て
市
長
が
拝
見
し
、

匿
名
な
ど
の
場
合
を
除
き
可
能
な

意
見
・
提
言
の
内
容

を
掲
示
し
ま
す

　

皆
さ
ん
か
ら
の
「
意
見
・
提
言
」

の
う
ち
、
公
開
の
承
諾
を
い
た
だ

い
た
ご
意
見
、
ご
提
言
の
な
か
か

ら
、
広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す

べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

を
次
の
と
お
り
掲
示
し
ま
す
。

期
間　

７
月
16
日
㈬
〜
同
31
日
㈭

　

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

実施期間　通　年

実施方法　▶「広報ひこね」12月１日号に印刷して、各戸配

布　

　　　　  ▶彦根市ホームページから電子メールで受付

投書件数　289 件

内容別件数 （彦根市総合発展計画「ひこね21世紀創造プラン」

の５つの柱ごとの集計）

▶人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる

　福祉のまちづくり� …21件（7.3%）　　　　

　＊福祉関係　　１2件　＊医　　療        ４件

　＊健康管理　　　５件　

▶良好な環境が整った、快適で

　安全・安心なまちづくり� …38件（13.1%）

　＊環境保全・リサイクル　１6 件

　＊公園・緑地　   ８件　＊地域安全対策    ３件

　＊上下水道　　　 ５件   ＊都市景観　　    １件　

　＊交通安全対策   ４件   ＊消費者保護対策  １件

▶活力ある産業に満ちた、にぎわい

　あふれるまちづくり� …19 件（6.6%）

　＊公共交通         ８件　＊観光　　　  ３件 

　＊道路整備　　  ７件   ＊土地利用　   １件 　

　　

▶明日の彦根市を担う人を育むまちづくり

� …12 件（4.2%）

　＊学校教育　      ６件　＊幼児教育     ３件 

　＊生涯学習　   　３件

▶人とひととの交流をひろげ、市民文化を

　創造するまちづくり� …3件（1.0%）

　＊歴史文化資産の保存・活用　　２件　

　＊文化・芸術　　　　　　　　　１件

▶その他� …196 件（67.8%）

　＊ひこにゃん 　150 件　

　＊行財政運営 　37件

　＊広域連携　   １件

　＊その他　      ８件

限
り
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し

た
ご
意
見
、
ご
提
言
と
し
て
今
後

の
市
政
運
営
の
参
考
と
い
た
し
ま

す
。集

計
の
結
果
か
ら

　
「
意
見
・
提
言
」
は
、
市
政
全
般

に
わ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鎖
国
か
ら
開
国
へ
大
き

く
舵
を
切
っ
た
井
伊
直
弼

の
遺
徳
を
偲し

の

ぶ
、
今
日
的

意
義
は
大
き
く
、
近
代
日
本
の
先

覚
者
と
し
て
の
政
治
的
功
績
を
再

評
価
す
る
べ
き
で
す
。
開
国
か
ら

１
５
０
年
と
な
る
こ
の
時
期
を
記

念
す
べ
き
年
と
し
、
井
伊
家
の
墓

所
の
あ
る
東
京
都
世
田
谷
区
と
い

っ
し
ょ
に
取
り
組
ま
れ
る
か
、
あ

る
い
は
世
田
谷
区
と
姉
妹
都
市
関

係
を
結
ば
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。【
男
性
・
60
歳
以
上
】

　

世
田
谷
区
は
、
江
戸
時

代
に
お
け
る
彦
根
藩
の
飛

地
の
藩
領
で
あ
り
、
そ
の

縁
で
豪
徳
寺
は
、
江
戸
に
お
け
る

井
伊
家
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
縁
も
あ

り
、
世
田
谷
区
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
」

へ
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
、
姉
妹
都
市
提
携

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
と

も
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
と
大
名

文
化
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
遺

産
を
有
す
る
豪
徳
寺
と
の
関
係
を

大
切
に
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
井
伊
直
弼
が
大
老
に

就
任
し
、
日
米
修
好
通
商
条
約
を

締
結
し
て
か
ら
１
５
０
年
目
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
６
月

か
ら
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
３

月
に
か
け
て
、「
井
伊
直
弼
と
開
国

１
５
０
年
祭
」
を
開
催
し
、
井
伊

直
弼
や
開
国
を
切
り
口
と
し
た
事

業
や
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
き

ま
す
。　

彦
根
市
の
規
模
や
財
政

事
情
な
ど
を
考
え
、
市
議

会
議
員
の
定
数
を
削
減
し

て
は
ど
う
か
。【
男
性
・
60
歳
以
上
】

　

議
員
定
数
は
、
地
方
自

治
法
で
人
口
10
万
以
上

20
万
未
満
の
市
に
あ
っ
て

は
、
34
人
を
超
え
な
い
範
囲
で
条

例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

彦
根
市
で
は
、
28
人
と
規
定
し
て

い
ま
す
。

　

彦
根
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
民

に
見
え
る
形
で
改
革
に
取
り
組
む

た
め
、
平
成
19
年
９
月
に
議
会
改

革
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
議
会
改
革
の
最
優

先
課
題
と
し
て
具
体
的
な
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
彦
根
に
帰

っ
て
き
た
親
せ
き
が
、
国

宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０

年
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
と
喜

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
20
年
前
に

は
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き
た
楽
々

園
に
泊
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
残

念
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
と

な
り
の
八
景
亭
も
昔
の
面
影
が
あ

り
ま
せ
ん
。
観
光
客
の
た
め
に
も

彦
根
城
近
く
の
伝
統
あ
る
建
物
を

き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。【
女
性
・

60
歳
以
上
】

　

楽
々
園
・
八
景
亭
は
、

彦
根
藩
の
下
屋
敷
と
し
て

江
戸
時
代
前
期
に
造
ら
れ

た
建
物
で
、
昭
和
26
年
に
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
31
年
に
は

玄
宮
楽
々
園
を
含
ん
だ
彦
根
城
跡

一
帯
が
、
国
の
特
別
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

楽
々
園
は
、
明
治
14
年
に
井
伊

家
か
ら
借
り
受
け
た
業
者
に
よ
っ

て
、
旅
館
が
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
経
営
者
を
代
え
な
が
ら

利
用
さ
れ
、
昭
和
22
年
に
彦
根
市

が
、
玄
宮
楽
々
園
を
井
伊
家
か
ら

取
得
し
た
後
も
、
存
続
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
６
年
に
廃
業

さ
れ
、
建
物
は
彦
根
市
に
返
還
さ

れ
ま
し
た
。
返
還
後
は
、
老
朽
化

が
著
し
い
た
め
、
長
期
的
な
計
画

の
も
と
で
、
玄
宮
園
と
の
一
体
的

な
保
存
整
備
を
平
成
17
年
度
か
ら

進
め
て
お
り
、
現
在
、
玄
関
棟
の

解
体
修
理
を
完
了
し
、
書
院
棟
の

解
体
修
理
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
八
景
亭
も
含
め
た
玄
宮

楽
々
園
を
一
体
と
し
て
、
保
存
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
町
合
併
に
つ
い
て
、

彦
根
市
も
施
設
の
有
効
利

用
や
効
率
的
な
行
政
運
営

を
進
め
る
に
は
、
近
隣
市
町
と
の

合
併
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
向
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。【
男
性
・
60
歳
以
上
】

　

市
町
合
併
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
の
将
来
に
関
わ
る

重
要
な
問
題
で
あ
っ
て
、

市
町
の
自
主
性
が
重
視
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
判
断
す
る
主
体
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

現
状
と
し
て
は
、
合
併
問
題
に

関
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
合
併
し
た
ほ
か
の

市
町
村
の
話
を
聞
く
と
、
良
か
っ

た
点
、
悪
か
っ
た
点
、
い
ろ
い
ろ

と
あ
り
ま
す
。
彦
根
市
と
し
て
は
、

近
隣
市
町
と
協
力
し
、
施
設
の
有

効
利
用
も
含
め
、
広
域
行
政
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
、
合
併

の
是
非
を
問
う
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
、
住
民
投
票
を
実
施
し
、
市

民
が
示
し
た
意
向
を
尊
重
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
に
お

い
て
、
特
に
、
彦
根
市
の

南
部
地
域
を
緩
和
し
、
ハ

イ
テ
ク
や
バ
イ
テ
ク
産
業
の
工
場
、

学
校
な
ど
を
誘
致
し
、
ま
た
、
緑

豊
か
な
遊
歩
道
や
公
園
も
あ
る
都

市
計
画
を
進
め
て
は
ど
う
か
。【
男

性
・
60
歳
以
上
】

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止

し
、
計
画
的
な
市
街
化
を

図
る
た
め
に
、
都
市
計
画
に
市
街

化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
を
定

め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
市
街
化

調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑
制
す

る
区
域
と
し
て
い
ま
す
。
現
制
度

で
は
、こ
の
区
域
に
は
、学
校
（
大
学
・

専
修
学
校
は
除
く
）
の
立
地
は
可
能
で

す
が
、
大
規
模
な
工
場
や
分
譲
住

宅
地
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
南
部
地
域
の
市
街
化
調

整
区
域
は
、
大
部
分
が
農
用
地
と

し
て
位
置
づ
け
さ
れ
、
そ
の
維
持
・

保
全
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
新
た
な
土
地
利
用

の
推
進
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
区

域
で
す
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
合
わ
せ
、
今
後
、
市
街
化

調
整
区
域
の
土
地
利
用
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
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　教室開放事業「もしもピアノが弾けたなら」

  

〈日時〉８月９日㈯　10：00 〜 14：00（雨天のときは中止）

〈場所〉ひこね市文化プラザ円形広場（野瀬町）　〈出店料〉

１ブース 500 円〈出店数〉40 ブース〈申込期限〉７月 30

日㈬　〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏面

に住所、氏名、電話番号、出店品目、人数、出店希望日を、

返信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いてリサイクルス

テーション（〒 522-0088 銀座町４-19）☎ 26-4810（FAX 共

用）へ。※ファクスでの申し込みはできません。

〈会場〉城南小学校　〈日時〉９月４日〜 10月23日　毎週木

曜日の 19：00 〜 20：30　〈対象〉ピアノ経験のない小学生

以上の人　〈受講料〉1,600 円（中学生以下は無料）ただし、テ

キスト代が別途必要です。　〈応募期間〉７月28日㈪〜８

月15日㈮（当日消印有効）　〈定員〉10 人（応募者多数の場合、抽

選）〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏に

住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望講座、会場

校を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を書いて、 教育

委員会生涯学習課（〒 522-0001　 尾末町１-38）☎ 24-7971、

FAX23-9190 まで申し込んでください。

〈開講期間〉９月17日㈬〜 12月９日㈫　※土・日曜日と祝

日は休講　〈内容〉▶テーマ別・夜間コース（週２〜４時間、

44,000 〜 84,000 円）　▶集中コース（月〜金曜日、１日２〜４時

間、150,000 〜 285,000 円）〈申込期限〉９月９日㈫　〈場所〉

ミシガン州立大学連合日本センター（松原町）〈申込方法・

問い合わせ先〉同センター☎ 26-3400、FAX24-9356

〈内容〉自然体験、ボランティア体験、レクリレーション体

験を通し、新しい仲間や環境に出会い、青年リーダーを養

成するため、年間５回程度の講座をします。　〈第１回日

時〉７月27日㈰　10：00 〜 15：00〈場所〉荒神山少年自然

の家（日夏町）　〈対象〉市内に在住、在勤、在学の 18 歳から

おおむね 30 歳までの人　〈費用〉1,000 円　〈申込期限〉７

月25日㈮　〈申込方法・問い合わせ先〉電話かファクスで、

教育委員会生涯学習課☎ 24-7971、FAX23-9190 へ

〈期間〉〜平成21年３月27日㈮の毎週水・金曜日の17：50 〜

19：00　〈場所〉県立彦根総合運動場スイミングセンター（松原

町）　〈対象〉４歳児（幼稚園年少児）〜中学生　〈定員〉30人

程度　〈入会金〉5,000 円　〈受講料〉月額 5,000 円　〈申込

方法〉毎週水・金曜日の教室開催時間内に、入会金と１か月分の

受講料、印鑑を持って参加してください。　〈問い合わせ先〉

彦根市水泳連盟☎ 22-7862（上野方）

〈内容〉米原SOHOビジネスオフィス（米原市　滋賀県立文化産業

交流会館内）では、自宅や小規模な事業所で、ＩＴを活用した

事業をしている個人や事業者（SOHO 事業者）の活動拠点として、

各種の支援を受けながら、事業の本格的な展開を図ろうとする

人を募集します。　〈入居資格〉　SOHO 事業者として活動する人

で、入居時において該当事業を創業した日から５年を経過しな

い人　〈募集期限〉　７月31日㈭　〈申込・問い合わせ先〉　ホーム

ページ：http://www.soho-shiga.jp/を見るか、 商業観光振

興課☎ 077-528-3731、FAX077-528-4871 へ

 

　青年リーダー養成講座

 

　ミシガン州立大学連合日本センター

　「2008 秋季短期集中英語プログラム」

 

　エコマーケット「夢畑」

 

　米原SOHOビジネスオフィス入居者

 　水泳教室

日　時　1 1 月９日㈰  　※雨天決行

　　　　9：26 スタート（10㎞・５㎞部門）

　　　　9：30 スタート（３㎞・ペア部門）

会　場　県立彦根総合運動場陸上競技場、周辺道路

募集定員　2,500 人

申込方法　申込用紙（ 教育委員会事務局、市役所１階受

付、支所・各出張所、市民体育センター、各地区公民

館、市内郵便局にあります）に必要事項を記入し、参

加料を添えて郵便局で手続をしてください。

申込期間　７月22日㈫〜９月19日㈮（消印有効）

ゲスト　ひこにゃん

問い合わせ先　彦根シティマラソン実行委員会事務局　

　（ 教育委員会保健体育課内）☎ 22-8871（FAX 共用）

 

　第 22 回彦根シティマラソン参加者

  はくぶつかんへ行こうスペシャル

　ノートや本で見慣れた紙、自分で作る紙、昔の人が使った

紙など、いろいろな紙をテーマに、紙の秘密に迫ります。

〈日程・対象学年〉８月３日㈰　小学１〜３年生、８月４日㈪

　小学４〜６年生　〈時間〉10：00 〜12：00　〈定員〉各30人

（先着順）　〈受講料〉無料　〈申込期限〉７月25日㈮（当日消印有

効）　〈応募方法・問い合わせ先〉往復はがき（一人につき一枚）の

往信の裏に住所、氏名（ふりがな）、学校名、学年、電話番号

を、返信の表にも郵便番号、住所、氏名をそれぞれ書いて彦

根城博物館学芸史料課「はくぶつかんへ行こうスペシャル」係

（〒522-0061 金亀町１-１）☎ 22-6100 へ

　はくぶつかん相談室

　日本の歴史や美術についての疑問に、専門の学芸員がお答

えします。夏休みの自由研究の参考にしてみませんか。

〈日時〉８月９日㈯、同 17日㈰ 10：00 〜16：00（２日とも）

〈対象〉小・中学生、高校生

〈場所〉彦根城博物館ロビー

〈参加費〉無料。当日受付にお

申し出ください。

〈問い合わせ先〉彦根城博物館

学芸史料課☎ 22-6100、

FAX22-6520

〈内容〉自分の表現したいものをデザインし、Tシャツづくりに

必要なパソコン操作の知識と技術を学びます。　〈日時〉８月

３日㈰　９：00 〜12：00　〈場所〉ひこね燦ぱれす（小泉町）　

〈費用〉一人 200 円　〈定員〉15人（先着順）　〈対象〉小学５・６

年生　〈その他〉Tシャツを持ってきてください。　〈申込・問

い合わせ先〉７月20日㈰以降に、ひこね燦ぱれす☎ 26-7272、

FAX26-7377へ

〈内容〉職場体験を通して「ものづくり」の楽しさと仕事におい

ての責任感と協調性を学ぶことを目的に

行います。　〈日時〉８月６日㈬　10：00 〜

14：00　〈場所〉あまからや「将月」（本町二丁

目）　〈対象〉小学５・６年生とその親　〈定員〉

15 組（先着順）〈費用〉300 円　〈申込・問

い合わせ先〉７月20日㈰以降に、ひこね燦

ぱれす☎ 26-7272、FAX26-7377へ

〈内容〉デートDVとは、恋人関係にある人たちにおこる暴力の

ことです。この講座は、デートDVの実態を知ってもらい、被

害を未然に防ぐとともに、デートDVの被害者や加害者をなく

すために、学校をはじめ、福祉や保健などの現場で、どのよ

うな啓発・支援ができるかを考えるための講座です。　〈日時〉

８月７日㈭　13：30 〜16：00　〈定員〉50人　〈対象〉学校関

係者、福祉・人権などの行政関係者、民生児童委員、保護

者、青少年など〈参加費〉無料　〈募集期間〉７月16日㈬〜８

月２日㈯　〈応募・問い合わせ先〉電話かファクス、E メールで、

男女共同参画センター「ウィズ」☎ 24-3529（FAX 共用）、E

メール：with.hikone@oboe.ocn.ne.jp または、CAP あい☎

43-5737（FAX 共用）へ

〈内容〉犬上川にすむ魚や水生生物の観察　〈日時〉８月１日㈮　

９：00 〜12：00　※当日の天候により中止になることがありま

す。　〈場所〉南青柳橋（開出今町）付近の犬上川　〈費用〉無料　〈募

集期間〉７月16日㈬〜　〈応募方法・問い合わせ先〉電話かファク

スで「快適環境づくりをすすめる会」事務局（ 生活環境課内）☎

30-6116、FAX27-0395 へ　〈その他〉筆記用具・帽子・たも

網・長靴かサンダルを持って、川のなかに入れる服装で参加して

ください。

〈内容〉植物や昆虫の採集と、その標本の作り方を学習します。

〈日時〉7月30日㈬　9：00 〜12：00　※雨天のときは中止　

〈活動場所〉雨
あま

壺
つぼ

山（8：50 までに後日案内の場所に集合）　〈定員〉40

人（先着順）　〈参加費〉無料　〈持ち物〉筆記用具、捕虫網、虫か

ご、古新聞、ダンボール２枚、自転車の荷ひも、剪
せん

定
てい

ばさみ、

マジックペン、水筒、虫よけ　など　〈募集期間〉7月16日㈬〜

〈応募・問い合わせ先〉電話かファクスで「快適環境づくりをすす

める会」事務局（ 生活環境課内）☎ 30-6116、FAX27-0395 へ

〈内容〉手話に興味のある人を対象にした、初心者向けの手話教

室（３回講座）　〈日時〉７月28日㈪、８月４日㈪、８月25日㈪

の10：00 〜12：00　〈場所〉彦愛犬地域障害者生活支援セン

ター　ステップあップ 21　〈定員〉40人　〈参加費〉無料　〈募

集期限〉7月21日(月・祝)　〈応募・問い合わせ先〉電話かファクスで、

同センター（犬上郡豊郷町）☎ 35-0333、FAX35-2123 へ

〈内容〉花火大会翌日に会場周辺の清掃活動を行います。　〈日

時〉８月２日㈯　７：00 〜（２時間程度）　※雨天決行　〈その他〉

会場で「美しいひこね創造事業活動」の受付もします。　〈集合

場所〉   　彦根港船乗り場付近　〈問い合わせ先〉　彦根大花火大会

実行委員会事務局（㈳彦根観光協会）☎ 23-0001、FAX26-1919

 

　川の生き物観察会

 

　標本づくり体験教室

 

　夏休みふれあい手話教室

 

　　「プロがつくるお好み焼き」にチャレンジ　
　　ものづくり体験教室

 

　「パソコンでデザイン　オリジナルTシャツづくり」に　 
　  チャレンジ　ものづくり体験教室

 

　ウィズ市民企画講座 「デート DV を知っていますか？」

 

　2008 彦根大花火大会清掃ボランティア
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※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

８月前半

１日㈮

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

1 1日㈪

12日㈫

13日㈬

14日㈭

 

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目の一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、開出今蔵の町団地、八坂東団地、野瀬、

西今、三津、海瀬、

芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋

中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城

町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、

須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、

中藪二丁目、中藪、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、稲枝（西）、服部、

稲部（稲部）、出路、田原

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月前半】

図書館休館日 ４日㈪、11日㈪日 ( 水・祝 )、10

日 ( 月 )

５日㈫

６日㈬

１日㈮

７日㈭

８日㈮

12日㈫

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WA っとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

13日㈬

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

８月前半

１4日㈭
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

◆
社
会
教
育
分
野
分
科
会
（
託
児
あ
り
）

　

時
間　

午
後
１
時
〜
同
４
時

　

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

◆
学
校
教
育
分
野
分
科
会

　

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
同
５
時

　

場
所　

市
内
各
地
区
公
民
館　

ほ
か

※
車
は
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
人
権
教
育
課

　

☎
24-

７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

◆
全
体
会
（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
託
児
あ
り
）

　

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ 　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

　

特
別
報
告

　
　
『
笑
顔
と
わ
た
し
た
ち
の
思
い
』

　
　

fe
llo

w

（
フ
ェ
ロ
ー
）
の
皆
さ
ん

　

講
演

　
　
『
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
』　　

  

中
倉
茂
樹　

さ
ん

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
７
７
年
徳
島
県
吉
野
川
市
に
生
ま
れ
る
。
小
学
校
時
代
に

い
じ
め
を
受
け
部
分
的
記
憶
喪
失
に
な
る
。
中
学
校
時
代
に
同
級

生
が
い
じ
め
ら
れ
不
登
校
に
な
り
、
毎
日
彼
の
家
に
様
子
を
見
に

行
く
が
、
教
室
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
く
、
彼
の
父
親
が
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
な
り
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
。
そ
の
時
、
い
じ
め
に
対

し
て
の
怒
り
が
こ
み
上
げ
る
。
高
校
時
代
の
人
権
集
会
で
「
部
落

民
宣
言
」
を
し
、
本
格
的
に
同
和
問
題
に
取
り
組
み
始
め
る
。
徳

島
県
同
和
地
区
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
「
止
揚
の
会
」
事
務
局
。

おわびと訂正
広報ひこね７月１日号 10 ページの「直弼考　リレー講座＆直弼とその時代の肖像画展」において、展示する肖像画にあ
る島津斉彬の読み方が「しまづ　なりあき」とあるのは、「しまづ　なりあきら」の誤りでした。おわびして訂正します。
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森も
り　

優ゆ
う

輝き

ち

ゃ

ん

（
和
田
町
）

森も
り

山や
ま　

星
あ
か
り

ち

ゃ

ん

（
正
法
寺
町
）

北き
た

川が
わ

來く
る

望み

ち

ゃ

ん

（
西
今
町
）
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募
集
期
限　

８
月
５
日
㈫

参
加
ク
ラ
ス

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部　

Ａ
ク

ラ
ス
（
２
級
以
上
お
よ
び
希
望
者
）、
Ｂ

ク
ラ
ス
（
３
級
～
７
級
）、Ｃ
ク
ラ
ス
（
８

級
～
初
心
者
）

一
般
の
部　

Ａ
ク
ラ
ス
（
３
段
以
上
お
よ

び
希
望
者
）、Ｂ
ク
ラ
ス
（
２
段
～
初
段
）、

Ｃ
ク
ラ
ス
（
１
級
～
４
級
）、
Ｄ
ク
ラ

ス
（
５
級
以
下
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、(

小
中
学
生
の
場
合
は
、

学
校
学
年
）、
電
話
番
号
、
参
加
部
門
・

ク
ラ
ス
を
明
記
し
、

企
画
課
将
棋

大
会
担
当
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
元

町
４
番
２
号
）
☎
30-

６
１
４
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
ま
で

　

市
民
創
造
事
業

１
５
０
年
祭
に
向
け
た
、

彦
根
の
新
し
い
和
菓
子
の

共
同
開
発
～
「
い
い
か
も
ん
」
～

　

滋
賀
大
学
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
が
、
和
菓
子

店
と
共
同
で
新
し
い
和
菓
子
を
開
発

し
ま
し
た
。
第
一
弾
は
、
黒
船
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
爽
や
か
な
夏
の
和
菓
子

を
販
売
し
ま
す
。

今月の納税　　固定資産税（第２期）　　７月31日㈭までに納めましょう

『「
弘
道
館
」

～
藩
校
資
料
か
ら
学
ぶ
～
』

―

藩
校
資
料
展
と
キ
ャ
ン
パ
ス

　

パ
ビ
リ
オ
ン
・
士
魂
商
才
館―

 

講　

演　

　

平
成
「
弘
道
館
」（
そ
の
２
）
と
し
て
、

彦
根
藩
校
で
あ
る
「
弘
道
館
」
の
果

た
し
た
役
割
、
学
ん
だ
士
魂
（
武
士
の

教
養
）
と
は
何
か
に
焦
点
を
あ
て
た
講

演
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
７
日
㈭　

午
後
２
時
（
受

付　

午
後
１
時
30
分
～
）

場
所　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
講
堂

講
師　

井
伊
直な

お

岳た
け

（
彦
根
城
博
物
館
館
長
）

資
料
展

　

滋
賀
大
学
で
は
、
弘
道
館
の
蔵
書

を
多
く
所
蔵
し
て
お
り
、
青
年
武
士

が
、
士
魂
を
学
ん
だ
貴
重
な
資
料
が

あ
り
ま
す
。
今
回
、
幕
末
の
藩
校
資

料
や
古
地
図
を
中
心
と
し
た
パ
ネ
ル

を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

８
月
２
日
㈯
～
同
11
日
㈪
（
４

日
㈪
、
５
日
㈫
は
除
く
）

場
所　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
講
堂

※
参
加
費
は
と
も
に
無
料
で
す
が
、

来
場
の
時
に
受
付
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
大
学

学
術
国
際
課
☎
27-

７
５
２
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

１
１
７
４
番

直
弼
杯
将
棋
大
会

　

井
伊
直
弼
の
名
前
を
つ
け
た
、
将

棋
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
特
別
審
判

長
と
し
て
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
登
場
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
指
導
対
局
や

懸
賞
詰
め
将
棋
の
出
題
、
関
西
棋
界

を
代
表
す
る
若
手
プ
ロ
棋
士
に
よ
る

公
開
対
局
と
大
盤
解
説
な
ど
も
行
い

ま
す
。

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部

日
時　

８
月
16
日
㈯　

午
前
10
時
～

（
受
付
午
前
９
時
半
～
）

一
般
の
部

日
時　

８
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
～

（
受
付
午
前
９
時
半
～
）

場
所　

彦
根
商
工
会
議
所

※
公
開
対
局
は
、
彦
根
城
博
物
館
能

舞
台
で
行
い
ま
す
。

参
加
要
件　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

参
加
料　

一
般
１
、０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

定
員　

各
日
２
０
０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

日
時　

８
月
３
日
㈰　

午
前
10
時
30
分

～
※
売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所　

四
番
町
ス
ク
エ
ア
内
「
パ
テ
ィ

オ
」

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
仁
美
方
☎
０

９
０-

３
８
７
３-

１
５
５
３
番

城
下
町
を
歩
こ
う

　

彦
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案

内
で
、
井
伊
直
弼
公
ゆ
か
り
の
地
な

ど
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
先
人
の
残

さ
れ
た
遺
産
を
訪
ね
ま
す
。

日
時　

８
月
10
日
㈰　

午
後
１
時
～

集
合　

金
亀
児
童
公
園　

井
伊
直
弼

公
銅
像
前

参
加
料　

１
０
０
円(

傷
害
保
険
料)

募
集　

各
コ
ー
ス
25
人
（
先
着
順
）

コ
ー
ス　

①
花
の
生
涯
コ
ー
ス
Ａ　

長な
が

野の

義よ
し

言と
き

屋
敷
跡
、
花
し
ょ
う
ぶ

通
り
、
足
軽
屋
敷　

ほ
か

②
花
の
生
涯
コ
ー
ス
Ｂ　

宗
安
寺
、

義
言
地
蔵
、
湖
東
焼
発
祥
の
地　

ほ
か

③
ご
城
下
寺
院
拝
観
コ
ー
ス　

天
寧

寺
、
清
凉
寺
、
龍
潭
寺
、
大
洞
弁

財
天　

ほ
か

④
直
弼
ゆ
か
り
の
コ
ー
ス　

彦
根
城
、

玄
宮
楽
々
園
、
埋
木
舎　

ほ
か

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
☎
22-

６

８
４
９
番

募　

集

募　

集

募　

集


